
書

点
に
関
し
て
も
、
石
井
氏
の
外
交
史
の
側
か
ら
の
分
析
に
対
置
し
う
る
国
内
政

治
史
の
側
か
ら
の
分
析
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
き
ら
か
に
さ
れ
う
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
個
鋼
的
な
分
析
の
蓄
積
は
、
あ
ま
り
に
も
少
な

い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
◎
と
く
に
本
書
の
属
す
る
幕
末
外
交
史
の
分
野

に
お
い
て
は
、
戦
前
の
大
塚
武
松
氏
の
研
究
（
『
幕
末
外
交
史
の
研
究
』
昭
二
七

年
利
）
、
戦
後
の
ね
づ
ま
し
氏
の
論
稿
以
外
に
は
全
く
存
在
し
な
い
と
い
っ
て
い

い
。
そ
の
中
で
進
め
て
こ
ら
れ
た
石
井
氏
の
研
究
が
、
こ
う
し
て
集
大
成
さ
れ

て
公
刊
さ
れ
た
こ
と
は
、
後
学
の
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
、
全
く
か
け
が
え
の

な
い
贈
物
で
あ
る
と
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
A
5
坂
本
文
六
七
二
頁
　
索
引
三
九
頁
　
昭
和
三
二
年
一
一
月
　
吉
川
弘
文

館
発
行
　
定
価
一
、
三
〇
〇
門
）

日
本
史
研
究
会
史
料
研
究
部
会
遇

中
世
社
会
の
基
本
構
造

石
　
田
　
善
　
人

　
「
日
本
民
族
の
歴
史
的
発
展
の
跡
を
、
真
実
の
史
料
に
基
き
、
多
様
な
る
角

度
か
ら
、
実
証
豹
且
つ
理
性
的
に
研
究
し
、
更
に
そ
れ
に
よ
っ
て
到
達
せ
ら
れ

た
高
き
水
準
の
歴
史
認
識
を
、
広
く
一
興
大
衆
に
普
及
せ
し
め
る
」
と
い
う
目

的
を
巻
頭
言
に
掲
げ
て
、
日
本
史
研
究
の
第
一
号
が
発
行
さ
れ
た
の
は
、
昭
湘

二
一
年
五
月
で
あ
っ
た
。

　
敗
戦
直
後
の
混
迷
と
困
難
を
排
除
し
て
刊
行
さ
れ
た
創
刊
号
に
は
、
戦
時
中

の
国
家
主
義
的
強
制
か
ら
解
放
さ
れ
、
自
由
な
煩
な
き
研
究
生
活
を
得
た
先
輩

達
の
、
喜
び
と
抱
負
と
決
意
と
が
溢
れ
て
い
る
。
日
本
史
研
究
会
は
、
既
に
昭

和
二
〇
年
一
一
月
に
創
立
さ
れ
、
一
二
月
か
ら
は
例
会
（
研
究
発
袋
会
）
が
定

期
的
に
行
わ
れ
て
い
た
。
当
面
、
九
〇
名
足
ら
ず
の
会
員
で
発
足
し
た
声
誉
も
、

そ
の
後
の
困
難
を
克
服
し
つ
つ
順
調
な
発
展
を
重
ね
、
先
年
、
創
立
一
〇
年
を

祝
っ
た
。
現
存
す
る
同
等
の
部
会
中
最
古
の
歴
史
を
も
つ
史
料
研
究
部
会
も
、

一
昨
年
創
立
一
〇
周
年
を
迎
え
た
ど
い
5
。
間
部
会
の
研
究
成
果
が
、
　
「
大
乗

院
寺
社
雑
事
記
索
引
」
の
作
製
と
し
て
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
既
に
周

知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
書
も
亦
、
同
都
会
の
一
〇
周
年
の
記
念
事
業
と
し

て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
部
会
員
で
あ
る
研
究
者
の
摂
頃
の
研
究
成
果

を
凝
集
さ
せ
た
論
集
で
あ
る
。
本
書
の
諸
論
稿
は
、
各
自
の
自
由
論
題
で
執
筆

さ
れ
て
お
り
、
始
め
か
ら
企
体
的
な
体
裁
の
統
一
調
和
を
図
っ
た
編
集
で
は
な

い
が
、
執
筆
者
の
関
心
が
、
期
せ
ず
し
て
中
世
際
会
経
済
史
の
具
体
的
究
明
に

集
中
さ
れ
て
お
り
、
且
つ
そ
の
核
心
に
触
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
　
「
中
世
社

会
の
基
本
構
造
」
と
い
う
書
名
に
相
応
し
い
内
容
を
呉
え
て
い
る
。

　
さ
て
、
本
書
は
大
別
し
て
、
1
領
主
制
の
課
題
、
x
名
・
在
家
の
実
態
、
班

座
・
商
業
の
発
展
、
の
三
部
と
し
、
別
篇
に
、
同
部
会
が
主
と
し
て
取
組
ん
で

い
る
門
大
乗
院
寺
祉
雑
事
記
」
に
つ
い
て
の
永
島
編
太
郎
氏
の
懇
切
な
解
題
を

収
載
し
て
い
る
。
工
領
主
制
の
課
題
に
は
、
黒
田
俊
雄
氏
「
荘
園
制
の
基
本
的

性
格
と
傾
主
制
」
、
村
井
康
彦
氏
「
荘
園
と
寄
作
人
」
、
河
音
能
平
氏
「
古
代
末

期
の
在
地
領
主
制
と
在
家
支
配
し
、
熱
田
公
界
「
笥
井
順
永
と
そ
の
時
代
偏
の
五

篇
を
奴
め
、
互
名
・
在
家
の
実
態
の
部
に
は
、
戸
田
芳
実
氏
「
国
衝
領
の
名
と

在
家
に
つ
い
て
」
、
工
藤
敬
一
風
「
辺
境
に
お
け
る
在
象
の
成
立
と
そ
の
存
在
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型
聖
心
、
高
尾
一
彦
矯
「
鎌
倉
時
代
の
農
業
経
営
に
つ
い
て
」
、
上
島
有
乗
「
爾

北
朝
期
に
お
け
る
畿
内
の
名
主
」
、
宮
川
満
氏
「
室
町
後
期
の
土
地
関
係
」
の
五

篇
を
含
み
、
座
・
商
業
の
発
展
を
追
究
す
る
簸
部
は
、
林
屋
辰
三
郎
氏
「
中
世

に
お
け
る
芸
能
座
の
発
展
」
、
三
浦
圭
一
氏
「
室
町
期
に
お
け
る
特
権
商
人
の

動
向
」
、
　
松
山
宏
氏
「
封
建
都
市
威
勢
期
の
商
人
脳
」
の
三
篇
よ
り
成
っ
て
、

別
巻
の
永
島
福
太
郎
氏
「
大
量
院
寺
社
雑
事
記
に
つ
い
て
」
を
加
え
て
、
計
一

四
篇
の
論
稿
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
三
部
の
主
題
、
領
主
制
の
課
題
、
名
・

在
家
の
実
態
、
座
・
商
業
の
発
展
、
は
夫
々
中
世
災
の
中
心
テ
ー
マ
で
あ
り
、

各
論
稿
と
も
そ
の
核
心
に
謬
る
力
作
揃
い
で
あ
る
が
、
内
容
は
必
ず
し
も
三
類

別
に
即
し
た
も
の
で
は
な
く
、
殊
に
工
正
の
論
文
は
互
い
に
両
方
の
テ
…
マ
に

亘
っ
て
い
る
。
全
篇
を
通
じ
て
、
　
「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
」
を
主
材
料
と
し
て

取
扱
つ
た
研
究
は
、
地
墨
の
永
島
福
太
郎
氏
の
論
文
を
除
け
ば
、
1
都
の
熱
田

公
氏
「
筒
井
順
永
と
そ
の
時
代
1
『
大
乗
院
寺
麺
雑
事
記
』
を
通
じ
て
み
た

一
土
豪
の
生
涯
1
一
」
と
、
厩
部
に
収
め
ら
れ
て
い
る
三
浦
圭
一
疵
「
室
町
期

に
お
け
る
特
権
商
人
の
動
向
…
一
楠
葉
新
衛
門
元
次
を
め
ぐ
っ
て
一
」
の
、

共
に
半
ば
伝
記
的
記
述
方
法
を
と
っ
て
い
る
二
篇
の
み
で
あ
っ
て
、
他
の
一
一

篇
は
い
ず
れ
も
各
執
筆
看
が
そ
の
専
攻
分
野
に
つ
い
て
禽
露
な
論
陣
を
張
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
も
同
部
会
の
自
由
な
解
放
的
な
雰
圏
気
の
現
わ
れ
で
あ
ろ
う

か
。　
以
下
、
必
ず
し
も
顧
を
逐
わ
ず
、
関
連
あ
る
論
文
ご
と
に
、
そ
の
要
旨
を
紹

介
し
つ
つ
、
併
せ
て
残
さ
れ
た
問
題
点
を
整
理
し
て
ゆ
き
た
い
。

　
ま
ず
、
黒
田
俊
雄
氏
の
「
荘
園
制
の
基
本
酌
性
格
と
領
主
制
一
封
建
化
の

過
程
に
つ
い
て
の
一
考
察
一
」
は
、
巻
頭
を
飾
る
に
相
応
し
く
包
括
的
な
内

容
と
大
全
な
論
調
を
も
つ
雄
篇
で
あ
る
。
氏
は
、
最
近
の
封
建
制
薄
行
の
研
究

の
結
果
、
従
来
一
般
に
定
説
化
し
て
き
た
シ
ェ
ー
マ
が
再
検
討
さ
れ
つ
つ
あ
る

が
、
そ
れ
に
は
当
然
従
来
の
シ
ェ
ー
マ
を
構
成
し
て
い
た
歴
史
的
光
駕
の
再
検

講
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
、
名
・
田
堵
・
名
主
・
領
主
な
ど
の
胴
語
を
、
史
料

面
に
見
ら
れ
る
語
義
を
辿
り
つ
つ
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
経
済
曲
範
疇
に
照
ら
し

て
厳
密
に
規
定
し
、
そ
の
上
に
立
っ
て
封
建
鯛
の
成
立
に
つ
い
て
の
見
通
し
を

立
て
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
名
は
農
民
の
土
地
所
有
権
の
表
示
で

も
、
そ
の
経
営
焼
模
を
表
示
す
る
も
の
で
も
な
く
、
国
衙
か
ら
占
有
権
を
承
認

さ
れ
た
土
地
を
示
す
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
意
味
で
律
令
制
の
基
本
原
則
を
逸
脱
す

る
も
の
で
は
な
い
、
と
結
論
し
、
田
堵
と
は
荘
園
領
主
に
人
身
的
に
隷
属
す
る

も
の
（
清
水
三
男
氏
説
）
で
も
、
ま
た
地
子
潤
を
請
作
す
る
も
の
（
村
井
康
彦

氏
税
〉
で
も
な
く
、
元
来
土
地
駈
有
ま
た
は
占
有
に
拘
り
な
く
農
業
経
営
を
専

業
と
す
る
者
の
意
を
も
ち
、
田
堵
が
発
生
し
て
の
ち
名
が
成
立
す
る
の
で
は
な

く
、
名
は
墾
田
に
次
い
で
直
ぐ
現
わ
れ
る
の
に
紺
し
て
田
堵
の
請
作
は
農
業
経

営
者
と
し
て
の
自
立
が
一
般
的
に
可
能
に
な
る
次
の
段
階
に
な
っ
て
現
わ
れ
る

こ
と
を
説
明
し
、
か
か
る
田
堵
経
営
の
性
格
を
樋
々
の
経
営
内
部
に
農
奴
制
的

関
係
の
芽
を
可
能
性
と
し
て
持
ち
な
が
ら
、
な
お
一
欄
の
小
経
営
と
し
て
存
在

し
た
も
の
と
論
じ
て
い
る
。
一
〇
世
紀
に
は
、
か
か
る
燧
別
的
小
姑
営
一
細
堵

経
営
と
、
貴
族
の
荘
園
的
土
地
所
有
一
経
営
的
側
縢
を
も
つ
「
耕
営
」
と
の
二

つ
の
「
経
営
」
が
併
存
し
、
両
者
は
国
家
の
法
の
前
に
は
一
応
対
等
な
も
の
と

し
て
請
文
に
よ
っ
て
結
ば
れ
る
と
し
、
こ
れ
を
奴
隷
制
的
と
す
る
こ
と
に
も
、

農
奴
制
的
と
す
る
こ
と
に
も
反
対
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
一
世
紀
に

成
立
す
る
在
地
の
領
主
制
は
、
明
瞭
な
土
地
保
有
農
民
一
名
主
を
隷
属
さ
せ
た
、

封
建
酌
支
配
関
係
で
あ
り
、
名
主
・
在
家
的
な
農
奴
的
小
経
営
に
よ
つ
て
支
え

ら
れ
て
い
る
。
か
か
る
領
主
制
の
成
長
に
伴
っ
て
、
荘
園
の
本
所
的
支
配
が
、
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評潜

一
一
～
一
二
世
紀
に
は
在
地
の
封
建
化
に
対
す
る
反
動
的
な
対
応
一
荘
園
所
有

看
の
領
主
化
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
れ
は
荘
園
領
主
の
成
立
で
あ
っ
て
、

そ
れ
以
前
の
荘
園
制
と
段
階
的
に
異
質
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
、
荘
園
制

の
最
盛
期
を
九
～
一
〇
世
紀
に
求
め
、
一
二
批
紀
の
荘
園
領
主
の
成
立
は
、
一

〇
世
紀
初
頭
の
転
換
よ
り
も
質
的
に
遙
か
に
重
要
な
変
化
で
あ
っ
た
と
結
論
し

て
い
る
。

　
氏
の
言
う
如
く
、
封
建
制
成
立
過
程
の
研
究
に
お
い
て
は
、
早
急
に
こ
と
の

本
質
を
論
じ
て
奴
隷
草
野
か
封
建
制
的
か
を
言
う
よ
り
は
、
封
建
的
諸
関
係
を

構
成
す
る
細
部
の
要
素
の
夫
々
の
発
展
過
程
を
分
析
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

が
、
そ
れ
と
共
に
本
論
の
如
き
包
括
的
な
晃
通
し
を
概
論
す
る
こ
と
に
も
意
味

は
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
本
論
の
前
半
部
の
論
調
の
着
実
さ
と
、
後
半
部

の
荘
園
制
の
変
質
を
説
明
す
る
部
分
の
抽
象
的
な
論
述
と
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
、

本
論
文
の
迫
力
を
、
い
ま
一
つ
弱
い
も
の
と
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
欠
点
を
持

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
　
一
方
、
名
や
田
堵
及
び
領
主
の
厳
密
な
概
念
規
定
は
鮮

か
で
あ
り
、
田
堵
と
名
と
の
関
係
に
も
首
肯
さ
る
べ
き
も
の
が
多
い
。
何
故
な

ら
ば
、
村
井
氏
の
田
堵
一
散
田
請
作
者
か
ら
名
を
説
明
す
る
場
合
、
奈
良
時
代

に
ま
で
遡
り
得
る
名
を
説
明
し
難
か
っ
た
点
の
克
服
を
も
企
図
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
・
ま
た
、
貴
族
の
大
土
地
所
有
一
耕
営
を
官
田
経
営
か
ら
地
子
田
経
営

へ
の
過
渡
酌
段
階
と
位
置
付
け
、
こ
れ
と
田
堵
の
個
別
小
経
営
と
を
、
一
〇
世

紀
の
二
つ
の
併
存
す
る
経
営
と
考
え
る
こ
と
も
、
興
味
あ
る
設
定
で
あ
る
。
し

か
し
、
折
角
摘
出
し
た
二
つ
の
併
存
す
る
経
営
の
関
係
を
、
よ
り
深
く
追
求
す

る
こ
と
な
く
、
法
規
の
外
形
根
面
か
ら
請
文
で
安
易
に
説
明
し
よ
う
と
す
る
論

法
に
は
納
得
し
難
い
。
ま
た
本
稿
で
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
国
衙
領
と
の
関
係
を

も
含
め
て
後
半
部
の
補
強
が
望
ま
れ
る
。

　
次
ぎ
の
「
庄
園
と
審
作
人
i
墾
田
地
系
庄
園
の
特
質
に
つ
い
て
一
」
と

題
す
る
村
井
康
彦
氏
の
論
文
は
、
土
地
・
人
闘
の
こ
兀
的
支
配
の
実
現
を
庄
園

支
配
体
制
の
完
成
と
考
え
る
か
ら
、
当
然
時
期
的
に
は
黒
田
説
を
下
っ
て
一
一

～
一
二
世
紀
が
最
盛
期
に
掘
る
と
い
う
際
立
つ
た
見
解
の
対
立
を
孕
ん
で
い
る
。

　
氏
は
、
ま
ず
、
本
稿
を
庄
園
の
内
部
構
造
の
究
明
を
当
藺
の
問
題
と
せ
ず
、

庄
園
の
領
主
支
配
に
関
す
る
制
疲
史
的
考
察
に
重
点
を
お
く
、
と
こ
と
わ
り
な

が
ら
、
庄
園
と
国
衙
領
と
の
関
係
を
概
観
し
、
庄
園
は
、
あ
ら
ゆ
る
点
に
お
い

て
国
衙
領
に
比
し
て
第
二
義
的
・
翻
次
的
意
味
し
か
有
た
ぬ
派
生
的
存
在
に
過

ぎ
ぬ
、
と
述
べ
る
。
本
稿
は
、
氏
に
よ
る
庄
園
の
二
分
別
i
墾
田
地
系
庄
園

一
土
地
支
配
が
先
行
し
次
い
で
人
聞
支
配
を
包
含
す
る
に
至
る
庄
園
と
、
雑
役

免
系
庄
園
一
人
間
支
配
が
先
行
し
や
が
て
土
地
支
配
に
及
ぼ
さ
れ
て
成
立
す
る

庄
園
1
の
う
ち
、
前
者
を
テ
ー
マ
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
論
点
を
要
約
す
れ

ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
即
ち
、
初
期
の
庄
園
経
営
は
、
領
主
の
直
接
経
営
で
あ

っ
た
が
、
旧
説
の
如
き
奴
隷
制
的
経
営
で
は
な
く
、
寄
作
人
（
浪
人
）
を
主
要

労
働
力
と
す
る
。
か
か
る
寄
作
人
と
庄
園
領
主
と
の
関
係
は
、
土
地
の
開
墾
・

耕
作
を
通
じ
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
契
約
的
で
あ
り
緊
縛
度
は
微
弱

で
あ
っ
た
。
　
か
か
る
寄
作
人
を
庄
驚
化
し
、
　
国
衙
が
公
民
に
対
し
て
所
当
官

物
・
雑
公
事
を
一
元
的
に
賦
課
す
る
と
同
様
に
、
庄
園
領
主
が
庄
田
耕
作
渚
に

対
し
て
所
当
宮
物
・
雑
公
事
を
徴
収
し
得
る
権
限
を
国
衙
か
ら
獲
得
す
る
と
こ

ろ
に
、
庄
園
成
立
の
沸
点
は
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
雑
役
免
系
庄
園
で

は
、
雑
役
免
の
特
免
の
特
権
に
加
う
る
に
所
当
窟
物
の
便
補
化
さ
ら
に
は
直
接

収
納
化
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
庄
園
化
す
る
。

　
以
上
が
氏
の
論
旨
の
要
約
で
あ
る
が
、
初
期
庄
園
奴
隷
制
説
を
批
判
し
、
労

働
力
と
し
て
の
「
寄
作
人
」
の
意
義
を
強
調
し
て
い
る
点
な
ど
、
論
旨
明
快
で
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あ
る
。

　
前
述
の
黒
田
氏
の
所
説
と
は
結
論
的
に
際
立
つ
た
見
解
の
差
を
見
せ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
両
者
の
庄
園
制
の
掘
擬
の
差
異
に
基
い
て
い
る
。
上
横
手
雅
敬
氏

は
村
井
氏
の
説
に
賛
意
を
表
明
し
て
い
る
（
ヒ
ス
ト
リ
ア
ニ
三
琴
書
評
）
が
、

結
論
の
当
否
は
別
と
し
て
、
私
は
逆
に
寧
ろ
黒
田
氏
の
説
を
多
と
し
た
い
。
そ

の
理
由
は
、
村
井
氏
が
制
度
炎
的
究
明
の
結
果
論
理
を
図
式
化
し
て
明
快
に
結

論
を
禺
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
黒
田
氏
が
補
雑
な
構
成
要
素
を
顧
慮
し
な
が

ら
所
論
を
展
開
し
た
た
め
、
村
井
説
ほ
ど
の
明
侠
さ
に
欠
け
る
が
、
反
面
、
領

主
制
と
の
連
関
を
容
易
に
説
明
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
村
井
氏
に
要

請
さ
れ
る
こ
と
は
、
氏
自
身
の
体
系
化
へ
の
努
力
で
あ
り
、
そ
の
意
味
か
ら
も
、

名
田
の
成
立
を
逗
留
か
ら
取
扱
う
こ
と
、
及
び
領
主
綱
の
聞
題
を
氏
海
身
の
祝

角
か
ら
追
究
す
る
こ
と
が
、
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

　
黒
田
・
村
井
両
氏
が
共
に
そ
の
重
要
性
を
指
摘
し
つ
づ
も
中
心
課
題
に
含
め

得
な
か
っ
た
国
衙
領
の
問
題
に
つ
い
て
の
、
戸
田
芳
実
氏
の
「
国
禰
傾
の
名
と

在
家
に
つ
い
て
」
は
、
平
安
末
期
の
畿
内
近
岡
を
対
象
と
し
て
、
豊
箒
な
問
題

点
を
提
起
し
て
い
る
。
氏
自
身
の
要
約
に
従
え
ば
、
本
稿
で
は
、
e
一
一
世
紀

の
国
衙
領
の
名
は
、
公
田
の
耕
営
と
宮
物
弁
済
を
請
負
う
単
位
と
し
て
存
在
し
、

笑
存
作
人
の
名
を
冠
す
る
画
名
で
あ
っ
た
。
ω
律
令
制
的
な
公
民
へ
の
人
格
酌

規
制
を
葵
失
し
て
い
た
国
家
は
、
公
職
を
失
っ
た
公
地
主
義
、
即
ち
公
田
の
額

有
を
中
核
と
し
て
負
名
体
制
に
よ
っ
て
、
現
物
地
代
化
し
た
所
当
官
物
の
確
保

を
主
眠
と
し
、
夫
役
な
ど
の
国
役
も
負
名
単
位
に
田
率
賦
課
さ
れ
た
。
⇔
永
世

無
私
有
性
と
薄
物
軽
減
の
権
利
に
よ
っ
て
、
　
一
般
請
作
地
と
区
別
さ
れ
て
い
た

百
姓
の
治
田
・
私
領
は
、
　
そ
の
法
的
権
利
に
よ
っ
て
一
般
耕
地
占
有
の
有
期

性
・
不
安
定
性
を
克
服
す
る
拠
点
と
な
っ
た
。
㈲
院
政
期
に
入
る
と
、
国
役
は

公
郷
在
家
支
配
一
公
郷
思
佐
を
根
拠
と
す
る
在
家
別
賦
課
に
転
換
し
た
。
こ
れ

は
公
罠
の
寄
人
庄
民
化
、
公
田
の
加
納
出
作
庄
領
事
に
対
す
る
国
衙
の
強
力
な

反
撃
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。
㊨
負
名
器
翻
の
間
接
的
農
民
把
握
に
曝
し
て
、
公

郷
在
象
支
配
は
居
住
地
主
義
の
国
役
強
制
で
あ
り
、
院
政
期
の
国
衙
領
体
制
の

封
建
的
逓
化
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
因
か
か
る
動
向
を
主
導
し
た
も
の
は
、
瞬

衙
公
権
の
所
領
化
を
基
礎
と
し
て
領
主
化
せ
ん
と
す
る
在
庁
官
人
・
郡
司
ら
で

あ
っ
た
、
こ
と
が
論
証
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
、
一
一
世
紀
の
無
名
体
制
と
、
一
二
世
紀
の
公
郷
在
家
支
配
と
が
、

平
安
後
期
の
国
衙
領
の
変
質
と
し
て
図
式
化
さ
れ
て
い
て
、
爵
説
も
極
め
て
鋭

く
、
ま
た
論
断
も
明
快
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
衙
の
新
た
な
政
策
か
ら
生
じ
た

公
郷
在
家
支
配
が
、
従
来
の
負
名
体
制
と
の
間
に
逢
着
す
る
で
あ
ろ
う
多
く
の

臨
難
を
克
服
し
て
、
い
か
に
進
め
ら
れ
た
か
と
い
う
具
体
的
な
施
行
方
法
に
つ

い
て
の
検
討
が
更
に
望
ま
れ
る
。

　
「
古
代
末
期
の
在
地
領
主
翻
に
つ
い
て
1
備
後
国
太
団
庄
下
司
の
所
領
を

中
心
と
し
て
一
」
は
、
河
撃
壌
平
氏
の
処
女
論
文
で
あ
る
。
氏
の
言
う
在
地

領
主
制
と
は
、
石
母
田
正
氏
が
規
定
し
た
「
領
主
制
漏
概
念
か
ら
、
経
済
史
的

範
疇
と
し
て
の
属
性
を
と
り
除
き
、
厳
密
に
政
治
史
的
範
曝
と
し
て
把
握
し
直

す
と
い
う
意
図
を
も
つ
て
い
る
。
氏
は
こ
の
在
地
領
主
制
の
構
造
と
性
格
を
、

太
田
庄
下
司
の
所
領
を
通
じ
て
以
下
の
如
く
規
定
す
る
。
即
ち
、
平
安
末
期
か

ら
鎌
倉
期
に
か
け
て
の
在
地
領
主
制
の
構
造
一
収
取
体
系
は
e
郷
全
体
に
対
す

る
田
畠
率
収
取
、
⇔
郷
内
の
部
分
的
対
象
に
対
す
る
田
鼠
率
収
取
、
⇔
郷
全
体
に

対
す
る
在
家
別
収
取
、
㈱
郷
内
の
部
分
的
対
象
に
対
す
る
在
家
別
収
取
の
四
要

素
か
ら
勲
章
さ
れ
、
在
地
領
主
制
は
本
来
約
に
は
郷
司
職
に
代
表
さ
れ
る
王
朝

国
家
権
力
の
在
地
に
お
け
る
現
実
的
収
取
権
に
根
拠
を
負
う
も
の
で
あ
る
、
と
。
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詐讃

　
在
地
領
主
制
は
、
直
接
に
経
済
的
矛
盾
の
展
開
と
し
て
で
は
な
く
、
何
よ
り
も

ま
ず
国
衙
体
制
一
王
朝
国
家
そ
の
も
の
の
政
治
的
矛
盾
の
展
開
の
中
で
理
解
さ

る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
在
地
領
主
は
院
政
以
来
郷
司
職
を
書
様
と
し
て
の
み
領

内
検
断
権
の
及
ぶ
領
域
を
、
在
家
役
の
実
現
を
通
じ
て
地
域
的
土
地
所
有
一
独

自
な
政
治
体
制
と
し
て
の
武
±
団
的
世
界
に
転
化
し
得
た
の
で
あ
る
、
と
厨
は

主
張
す
る
。

　
太
閏
庄
は
、
個
別
荘
園
研
究
の
最
初
の
論
文
で
あ
る
重
田
定
一
氏
の
「
備
後

圏
太
田
庄
考
証
」
以
来
、
多
く
の
学
者
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
て
き
た
、
い
わ
ば
由

緒
正
し
い
荘
園
で
あ
る
が
、
本
論
も
鋭
い
分
析
視
角
に
支
え
ら
れ
た
力
作
で
あ

る
。
問
題
は
、
太
田
庄
下
司
の
在
地
領
主
制
が
、
源
平
内
乱
期
に
飛
躍
的
に
実

現
さ
れ
完
成
さ
れ
な
が
ら
、
乱
訴
に
お
い
て
領
家
高
野
山
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、

院
政
権
と
鎌
倉
幕
府
の
政
治
権
力
に
よ
っ
て
、
再
び
地
頭
得
分
程
度
に
縮
少
さ

れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
実
を
、
自
ら
設
定
し
た
「
在
地
領
主
制
」
か
ら
説
明

し
切
れ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
更
に
言
え
ば
、
石
母
田
氏
の
「
穣
主
制
」
は
、

か
つ
て
単
純
に
無
反
省
に
使
用
さ
れ
て
き
た
領
窯
概
念
に
、
経
済
史
的
分
析
の

視
角
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
政
治
史
的
範
購
と
経
済
史
的

範
疇
と
の
二
重
性
格
を
も
つ
て
は
い
る
が
、
氏
の
と
ら
れ
た
方
向
が
、
果
し
て

こ
勲
の
克
服
の
正
し
い
方
向
か
否
か
も
疑
問
が
の
こ
る
。

　
さ
て
、
鎌
倉
期
を
取
扱
つ
た
も
の
に
は
、
大
山
喬
平
の
「
地
頭
領
主
制
と
在

家
支
配
一
心
後
園
人
吉
庄
地
頭
枳
良
氏
を
中
心
に
一
」
、
工
藤
敬
一
氏
の
「
辺

境
に
お
け
る
在
家
の
威
立
と
そ
の
存
在
形
態
偏
、
實
回
尾
一
彦
氏
の
「
鎌
倉
時
代
の

農
業
経
営
に
つ
い
て
一
封
建
的
小
農
民
形
成
の
一
考
察
一
」
の
三
篇
が
あ
る
。

　
ま
ず
大
山
喬
平
氏
の
論
文
は
、
人
吉
庄
地
頭
相
良
氏
の
領
有
す
る
在
象
が
、

入
闘
∵
家
屋
・
園
地
の
統
一
体
で
は
な
く
、
単
に
家
屋
と
園
地
の
統
一
で
あ
っ

た
、
と
説
き
、
そ
の
系
譜
を
律
令
農
民
の
展
開
過
程
の
中
に
求
む
べ
き
で
あ
る
、

と
主
張
す
る
。
従
っ
て
、
相
良
氏
の
地
頭
領
主
制
の
発
展
は
、
在
家
農
民
の
奴

隷
制
約
夫
役
掛
取
及
び
そ
れ
に
基
く
直
営
地
の
設
定
・
拡
大
に
よ
っ
て
意
義
づ

け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
　
そ
の
経
済
的
藩
盤
は
直
営
地
よ
り
も
、
　
寧
ろ
出

田
・
新
田
な
ど
の
領
家
方
領
主
権
の
枠
外
に
あ
っ
た
農
学
保
有
地
か
ら
の
定
額

収
取
に
あ
り
、
傾
家
方
の
経
済
的
基
盤
は
起
請
田
に
あ
っ
た
と
す
る
。
出
田
・
新

田
及
び
起
請
田
等
に
対
す
る
定
額
の
年
貢
所
当
と
、
桑
苧
等
の
姦
家
役
そ
の
他

規
定
さ
れ
た
地
頭
給
田
よ
り
の
得
分
を
し
か
持
え
な
か
っ
た
地
頭
相
良
氏
が
支

配
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
所
領
内
住
民
は
、
所
領
を
耕
作
す
る
作
人
、
在

家
に
居
住
す
る
在
家
住
罠
と
し
て
現
象
し
な
が
ら
も
、
人
身
的
隷
属
度
は
稀
簿

で
あ
り
、
ま
た
上
に
は
地
頭
領
主
制
の
展
開
を
制
肘
せ
ん
と
す
る
領
家
領
主
権

が
纏
い
か
ぶ
さ
っ
て
い
る
園
異
な
情
勢
の
中
か
ら
、
領
主
綱
は
展
開
を
遂
げ
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
分
割
糊
置
制
か
ら
次
第
に
惣
領
権
を
強
化
さ
せ

て
行
っ
た
と
す
る
。
氏
の
論
稿
は
、
石
母
田
正
氏
・
永
原
慶
一
一
氏
等
の
在
家
に

対
す
る
研
究
結
果
を
、
批
判
的
に
摂
取
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
持
ち
、
充
分
そ

れ
に
成
功
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
ほ
ぼ
、
同
じ
テ
ー
マ
で
書
か
れ
て
い
る
工
藤
敬
一
氏
の
要
旨
を
紹
介
す
れ
ば
、

大
山
氏
が
石
母
田
・
永
原
両
氏
の
在
家
農
民
の
性
格
を
農
奴
的
・
奴
隷
的
と
し

て
把
握
す
る
対
立
が
、
共
に
古
代
・
封
建
累
年
に
内
在
し
そ
れ
よ
り
の
役
割
を

果
し
た
諸
ウ
ク
ラ
ー
ド
枳
互
間
の
具
体
的
究
明
に
不
充
分
で
あ
っ
た
と
し
て
、

そ
の
解
決
を
試
み
て
い
る
に
対
し
て
、
　
工
藤
氏
の
場
合
は
、
　
豊
田
武
・
永
原

氏
の
在
家
の
起
源
説
で
は
、
在
家
が
特
に
辺
境
に
特
有
な
こ
と
を
充
分
説
明
出

来
ぬ
と
し
て
、
辺
境
の
独
自
な
社
会
構
成
及
び
政
治
機
構
の
中
か
ら
在
家
の
成

立
を
考
え
る
こ
と
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
氏
は
在
象
が
基
本
帥
に
は
郡
郷
司
な
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ど
の
伝
統
的
在
地
領
主
の
収
取
単
位
と
し
て
成
立
し
、
彼
等
の
所
領
構
造
が
田

地
・
在
家
・
荒
蕪
地
を
包
含
す
る
一
円
領
域
と
し
て
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
、

さ
ら
に
在
家
の
進
化
は
、
伝
統
的
な
在
地
領
主
の
支
配
体
制
に
お
い
て
統
一
的

に
実
現
さ
れ
て
い
た
田
地
支
配
と
、
在
察
支
配
と
の
本
来
相
異
る
二
つ
の
原
理

の
矛
盾
の
展
開
と
し
て
よ
り
も
、
惣
地
頭
の
入
部
と
い
う
新
し
い
政
治
情
勢
に

よ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
鎌
倉
中
末
期
の
在
家
の
内
部
構
造
に
論
及
し
、
直
系
家

族
を
主
と
す
る
も
の
、
名
子
経
営
を
従
え
る
も
の
、
複
合
家
族
と
も
云
う
べ
き

家
父
長
制
的
家
族
共
同
組
織
を
な
す
も
の
が
あ
り
、
名
予
経
営
の
独
立
・
血
縁

分
家
の
折
出
・
下
人
の
独
立
に
よ
っ
て
脇
在
家
の
独
立
・
成
立
が
、
一
方
隷
属

民
を
再
生
産
し
つ
つ
進
行
し
て
い
た
と
論
じ
、
そ
れ
ら
が
本
・
家
と
の
結
合
関
係

を
容
易
に
止
揚
し
得
ず
に
、
近
世
の
門
割
翻
意
の
中
に
も
家
父
長
制
的
諸
関
係

を
温
存
さ
せ
支
配
の
道
観
と
し
て
利
用
さ
れ
た
事
情
を
説
明
し
て
い
る
。

　
氏
の
論
稿
も
着
実
な
史
料
操
作
を
も
つ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
上
家

分
在
家
一
地
頭
の
新
田
開
発
分
を
講
作
さ
せ
ら
れ
る
在
家
の
性
格
規
定
な
ど
は

鮮
か
で
あ
る
。
だ
が
一
方
、
在
家
が
辺
境
に
特
に
顕
著
で
あ
る
と
し
て
も
、
必
ず

し
も
辺
境
に
特
有
な
も
の
で
な
く
畿
内
・
近
国
に
お
い
て
も
存
在
す
る
が
、
そ
れ

ら
を
通
じ
て
在
家
成
立
に
つ
い
て
の
分
析
が
そ
の
儘
通
弔
し
得
る
で
あ
ろ
う
か
。

か
か
る
点
に
つ
い
て
、
私
は
氏
が
安
易
に
却
け
ら
れ
た
豊
田
武
器
の
在
家
起
源

説
を
も
つ
と
積
極
的
に
う
け
と
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

辺
境
に
お
け
る
在
家
の
成
立
の
結
論
を
、
一
般
的
に
在
家
の
成
立
と
置
換
え
る

こ
と
は
誤
り
を
招
く
と
思
う
。
ま
た
氏
の
論
点
が
余
り
に
も
多
岐
に
亘
っ
て
い

て
、
惣
地
頭
と
伝
統
的
領
主
の
対
立
、
在
家
農
民
の
田
地
用
益
権
の
強
化
、
在

家
の
多
様
性
等
の
諸
契
機
が
必
ず
し
も
統
一
的
に
理
解
出
来
な
い
と
い
う
上
横

手
氏
の
評
も
当
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
次
に
高
尾
一
彦
氏
の
論
文
は
、
封
建
酌
小
農
民
の
一
般
的
形
成
の
時
期
を
ど

こ
に
求
め
る
か
を
考
え
る
た
め
に
、
鎌
倉
時
代
の
農
業
経
営
を
検
討
す
る
。
素

材
と
し
て
、
　
一
二
世
紀
の
畿
内
農
村
の
例
と
し
て
興
福
穿
ご
巣
垂
領
池
田
庄
と
、

一
三
世
紀
末
の
畿
内
周
辺
農
村
の
例
と
し
て
東
専
領
矢
野
庄
の
土
地
台
帳
を
取

上
げ
、
前
者
に
お
け
る
田
堵
農
畏
は
、
一
般
的
に
家
族
共
同
体
に
よ
る
農
業
経

営
を
行
い
な
が
ら
も
、
そ
こ
に
小
農
民
経
営
出
現
の
可
能
性
を
認
め
、
後
者
に

お
い
て
は
小
農
既
経
営
の
一
般
的
形
成
が
可
能
性
か
ら
現
実
に
転
化
し
つ
づ
あ

る
と
結
論
し
て
い
る
。
以
上
の
分
析
に
際
し
て
は
、
そ
れ
が
一
般
論
と
し
て
妥

当
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
て
い
る
し
、
ま
た
土
地
台
帳
が
持
つ
庄
園
制
度
の
百

姓
名
・
庄
地
と
い
う
外
被
を
剥
い
で
個
々
の
農
業
経
営
を
分
析
し
て
い
る
か
ら
、

説
得
力
に
富
む
け
れ
ど
、
最
後
の
問
題
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
操
作
を
企
て
て

も
果
し
て
土
地
台
帳
が
経
営
を
あ
ら
わ
す
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
疑
問

が
残
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　
爾
北
朝
、
室
町
期
に
つ
い
て
は
、
上
島
有
・
熱
頒
公
・
、
宮
川
満
氏
の
三
論
文
が

あ
る
。
先
ず
上
島
有
毛
の
「
南
北
朝
期
に
お
け
る
畿
内
の
名
主
」
で
は
、
東
専
領

上
久
世
庄
・
矢
野
庄
の
名
主
の
構
造
を
分
析
し
て
い
る
。
氏
は
ま
ず
上
久
世
庄

の
元
亭
四
年
・
暦
応
三
年
・
延
文
二
年
の
一
工
つ
の
土
地
台
帳
を
整
理
分
析
し
て
、

旧
名
の
解
体
過
程
を
明
ら
か
に
し
、
鎌
倉
的
な
支
配
形
態
が
完
全
に
崩
篤
し
去

り
そ
れ
に
代
っ
て
在
地
の
清
勢
に
適
応
し
た
新
し
い
支
配
体
制
が
確
立
さ
れ
た

と
し
、
旧
名
を
解
体
さ
せ
た
小
農
民
は
基
本
的
に
は
鎌
倉
期
の
名
主
・
首
姓
の
百

姓
に
系
譜
を
も
つ
と
考
え
更
に
土
地
台
帳
の
形
式
は
坪
付
形
式
・
名
寄
帳
形
式

の
二
型
態
が
あ
り
、
後
者
は
近
世
検
地
帳
へ
の
系
譜
を
も
つ
も
の
と
し
て
安
良

城
盛
昭
氏
に
対
す
る
反
論
を
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
氏
は
こ
れ
ら
名
子

帳
に
記
載
さ
れ
た
農
民
は
、
所
有
地
の
大
小
に
拘
ら
ず
名
主
職
所
有
詣
一
名
主
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評轡

で
あ
り
、
名
主
職
補
任
状
と
い
う
形
で
強
固
に
庄
園
領
主
に
把
握
さ
れ
て
い
た

と
論
じ
、
名
主
と
土
豪
の
経
営
及
び
家
族
構
成
を
考
え
て
上
久
世
庄
の
名
主
が

原
則
と
し
て
自
作
経
営
を
行
い
、
公
文
舞
田
氏
も
基
本
酌
に
は
無
作
で
そ
の
余

皇
都
分
を
名
寄
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
如
き
名
主
に
請
作
さ
せ
て
い
た
と
し
、

両
考
の
家
族
構
成
が
共
に
薩
系
親
族
を
中
心
と
す
る
小
家
族
で
あ
っ
て
、
所
謂

象
父
長
制
的
大
家
族
と
は
考
え
難
い
と
結
論
し
て
い
る
。

　
矯
は
、
こ
れ
ま
で
も
上
久
世
庄
・
矢
野
庄
に
つ
い
て
秀
れ
た
研
究
を
発
表
し

て
い
る
。
本
稿
の
上
久
世
庄
の
構
造
分
析
も
、
永
原
慶
二
氏
の
業
績
に
鋭
い
批

判
と
修
正
を
加
え
て
い
る
。
ま
た
土
台
台
帳
を
坪
付
形
式
・
名
繍
帳
形
式
と
に

分
け
、
後
渚
と
近
世
検
地
帳
と
の
親
近
性
を
措
如
し
て
い
る
こ
と
も
注
帯
す
べ

き
見
解
で
あ
る
。
安
良
城
氏
の
説
の
中
核
を
な
す
も
の
は
、
太
閤
検
地
が
名
主

得
分
を
認
め
な
い
こ
と
に
漏
す
る
積
極
的
評
価
で
あ
り
、
そ
の
限
り
正
当
で
あ

る
。
た
と
え
外
見
上
の
形
式
が
類
似
し
て
い
て
も
坪
付
形
式
の
土
地
台
帳
で
も
、

名
鴇
帳
形
式
の
土
塊
台
帳
で
も
、
奏
聞
搾
取
を
否
定
し
な
い
と
い
う
点
で
は
、
同

一
の
範
疇
に
入
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
中
世
史
の
領
域
で
は
こ
の
差
は
隠
退
視

鷹
来
な
い
。
私
も
、
現
在
で
も
安
良
城
説
に
充
分
納
得
し
難
い
が
、
同
時
に
氏
の

意
図
と
業
綾
に
は
多
き
な
意
義
を
認
め
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
安
良
城
説
と
対

称
さ
れ
る
宮
川
満
氏
の
論
文
は
、
よ
り
積
極
的
に
中
世
と
太
閤
検
地
と
の
断
厨

を
埋
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
氏
は
新
史
料
を
使
っ
て
越
前
国
織
田
庄
を
分
析
し

て
、
室
町
後
期
に
お
け
る
農
民
の
基
本
的
な
占
有
形
態
に
は
名
主
的
占
有
と
作

人
的
占
有
と
が
あ
っ
た
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
公
事
年
貢
の
負
担
額
を
検
討
し
た

結
果
、
誓
文
の
散
田
化
と
い
う
現
象
の
中
に
名
主
酌
占
有
か
ら
作
人
的
占
有
へ

の
変
化
を
認
め
、
且
つ
そ
れ
が
、
作
人
的
占
有
か
ら
名
主
的
占
有
へ
の
領
主
酌

反
動
と
交
錯
乃
至
津
蟹
規
定
し
つ
つ
前
者
が
漸
増
し
て
ゆ
く
過
程
の
中
に
、
太

閤
検
地
の
前
提
を
考
え
よ
う
と
す
る
。
そ
し
て
慶
長
三
年
の
検
地
帳
の
整
理
の

結
論
と
し
て
e
少
数
の
大
高
持
、
多
数
の
零
細
農
が
登
録
さ
れ
、
し
か
も
無
屋

敷
登
録
人
が
多
い
こ
と
よ
り
、
太
閤
検
地
は
農
民
の
経
営
関
係
を
整
理
し
た
も

の
で
は
な
い
こ
と
⇔
登
録
人
の
年
貢
漁
戸
額
は
、
室
町
期
の
作
人
約
占
有
者
の

負
担
し
た
年
貢
額
に
ほ
ぼ
近
く
、
太
閤
検
地
は
前
代
の
作
人
的
占
有
を
基
準
に

農
斑
の
土
地
占
有
を
整
理
し
登
録
人
を
決
定
し
た
㊨
役
家
は
前
代
の
公
事
屋
の

近
世
的
再
構
成
で
あ
る
、
と
の
三
点
を
挙
げ
る
。

　
室
町
期
の
土
地
占
有
型
態
を
、
名
主
的
占
有
と
作
人
的
占
有
と
に
分
け
、
後

者
が
太
閤
検
地
の
基
礎
と
な
っ
た
と
い
う
氏
の
所
論
は
明
快
で
実
証
的
に
も
正

し
い
理
解
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
織
田
庄
の
指
臨
帳
・
公
事
紙
帳

が
た
と
え
庄
園
制
の
最
末
期
の
状
態
を
示
す
と
し
て
も
、
太
閤
検
地
と
の
闘
に

は
戦
国
大
名
朝
倉
氏
が
介
在
し
、
更
に
言
え
ば
慶
長
三
年
の
検
地
ま
で
に
は
柴

田
勝
家
の
行
っ
た
検
地
が
あ
っ
た
。
た
と
え
、
史
料
的
に
そ
れ
ら
の
具
体
的
過

程
を
分
析
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
し
て
も
、
せ
め
て
介
在
す
る
戦
国
大
名
、

柴
田
勝
家
の
農
民
政
策
を
除
外
し
て
庄
園
制
と
太
閤
検
地
を
結
ん
で
よ
い
と
い

う
理
論
的
保
謳
を
す
べ
き
で
な
か
っ
た
か
。
太
閤
検
地
に
つ
い
て
精
力
的
な
業

綾
を
氏
が
、
庄
園
制
と
戦
国
大
名
領
国
制
と
の
関
係
、
戦
国
大
名
領
国
制
と
太
閤

検
地
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
、
各
地
の
多
様
性
に
応
じ
た
研
究
が
期
待
さ
れ
る
。

　
熱
田
公
氏
の
「
箴
薦
僧
永
と
そ
の
時
代
」
は
、
庄
園
領
主
一
興
福
寺
と
の
対

立
抗
争
の
過
程
に
お
い
て
進
め
ら
る
べ
き
大
和
の
在
地
領
主
一
溜
人
履
の
一
人

で
あ
る
笥
井
順
永
が
、
一
方
寺
家
に
随
分
忠
節
の
潔
で
も
あ
っ
た
と
い
う
そ
の

生
涯
と
権
力
構
造
と
を
、
そ
の
時
代
の
政
治
過
程
と
在
地
構
造
の
分
析
の
中
か

ら
説
明
し
よ
う
と
す
る
。
氏
は
ま
ず
大
和
永
享
の
乱
を
通
じ
て
衆
徒
国
難
の
在

地
傾
主
制
の
展
騰
と
そ
の
坐
折
を
逓
べ
、
寺
家
へ
の
寄
生
を
断
切
れ
な
か
っ
た
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権
力
構
造
の
弱
さ
を
説
明
し
、
更
に
寺
家
に
代
る
権
威
を
求
め
て
細
川
・
畠
山

政
長
と
結
び
な
が
ら
、
そ
の
抗
争
に
ひ
き
廻
さ
れ
応
仁
の
乱
後
漸
く
大
和
武
士

と
し
て
の
主
体
的
動
向
を
示
す
に
至
る
が
、
越
智
・
古
甫
一
畠
山
義
就
派
の
攻

勢
の
前
に
全
面
的
に
敗
退
し
て
ゆ
く
過
程
を
説
明
し
て
い
る
。
苦
悩
に
満
ち
た

一
人
の
土
環
の
生
涯
が
、
氏
の
意
図
に
従
っ
て
か
な
り
克
明
に
描
か
れ
て
い
る

し
、
ま
た
大
和
永
享
の
乱
に
つ
い
て
の
説
明
も
注
目
さ
る
べ
き
も
の
を
含
ん
で

い
る
。
し
か
し
、
大
和
永
享
の
乱
が
、
寺
家
に
反
抗
し
た
越
智
・
箸
羅
氏
の
没

落
と
共
に
戦
功
者
で
あ
る
筒
井
氏
を
も
同
時
に
没
落
せ
し
め
た
理
由
、
さ
ら
に

越
智
・
箸
尾
氏
を
も
含
め
て
一
旦
没
落
し
た
彼
等
が
や
が
て
容
易
に
復
活
し
得

る
理
由
が
、
脆
弱
な
彼
等
の
権
力
構
造
か
ら
は
説
明
し
難
い
難
点
が
あ
り
、
ま

た
大
和
武
士
と
し
て
の
活
躍
の
後
半
が
前
半
の
没
主
体
性
を
克
服
し
て
独
自
の

動
向
を
示
し
た
と
い
う
転
機
の
説
明
が
充
分
で
な
い
。
従
っ
て
順
永
の
生
涯
を

通
ず
る
具
体
的
な
動
き
は
理
解
で
き
て
も
、
何
故
そ
う
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
の
か
と
い
う
事
情
が
充
分
説
明
し
切
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て

の
筆
渚
の
再
考
を
煩
わ
し
た
い
。

　
次
ぎ
に
、
熱
田
氏
と
同
様
に
、
伝
説
的
記
述
方
法
を
と
っ
て
い
る
三
浦
圭
一

軸
の
論
文
を
紹
介
す
れ
ば
、
氏
は
、
ア
ラ
ビ
ヤ
叉
は
ペ
ル
シ
ヤ
の
出
自
を
持
つ
と

言
わ
れ
る
帰
化
人
系
商
人
楠
葉
西
忍
と
そ
の
子
の
新
衛
門
元
次
と
の
海
外
貿
易

商
と
し
て
の
、
及
び
専
社
・
大
名
の
被
官
商
人
と
し
て
の
性
格
を
、
庄
園
の
礒
務

使
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
愚
支
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
及
び
取
扱
つ
た
商
口
㎜
を

通
じ
て
追
究
し
て
い
る
。
座
・
供
御
人
の
商
業
活
動
も
、
そ
れ
が
権
門
寺
社
に

よ
っ
て
営
業
の
独
占
が
保
証
さ
れ
て
い
る
限
り
で
は
特
権
商
人
で
あ
る
が
、
こ

こ
で
欝
う
特
権
商
人
と
は
江
戸
時
代
の
特
権
商
人
の
如
き
政
商
的
性
格
を
も
つ

上
厨
商
人
を
指
し
て
い
る
。
室
町
期
の
商
業
活
動
の
申
に
、
か
か
る
意
味
で
の

特
権
商
人
を
取
上
げ
、
庄
園
の
雑
務
使
・
懸
支
な
ど
と
関
連
さ
ぜ
て
説
い
た
の

は
、
氏
の
車
児
で
あ
り
、
殊
に
愚
支
の
役
割
に
つ
い
て
の
見
解
に
は
注
臼
さ
せ

ら
れ
る
。
氏
は
楠
葉
西
忍
と
元
次
の
父
子
が
、
帰
化
人
系
商
人
と
い
う
点
で
特

異
な
存
在
で
あ
る
に
拘
ら
ず
、
そ
の
商
業
活
動
の
諏
で
は
典
型
的
特
権
商
人
の

一
人
と
考
え
て
よ
い
と
し
て
い
る
が
、
普
通
室
町
期
に
お
い
て
、
特
権
商
人
を

挙
げ
れ
ば
、
幕
府
に
直
結
し
て
い
た
籾
井
氏
の
如
き
も
の
か
、
ま
た
は
後
に
三

長
潜
と
呼
ば
れ
る
角
倉
・
後
藤
・
茶
屋
な
ど
の
土
倉
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

氏
の
今
後
の
課
題
は
、
こ
れ
ら
の
商
人
層
の
動
向
の
追
究
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ

ら
の
上
層
商
人
と
一
般
の
座
商
人
ま
た
は
在
面
し
巡
行
す
る
下
層
商
人
と
の
関

係
を
追
究
す
る
こ
と
で
あ
ろ
5
。

　
松
山
宏
氏
の
「
封
建
都
市
成
立
期
の
商
人
層
」
は
、
本
論
文
集
中
で
唯
一
の

商
業
を
取
扱
つ
た
論
文
で
あ
る
。
氏
は
ま
ず
農
村
の
中
か
ら
商
業
を
考
え
る
従

前
の
商
業
史
に
疑
問
点
を
撮
し
、
商
業
は
都
市
の
申
か
ら
魏
明
さ
る
べ
き
で
あ

る
と
し
て
、
中
世
商
業
に
お
け
る
四
つ
の
型
即
ち
従
来
の
荘
園
商
業
・
座
商
業

に
新
儀
・
散
在
商
業
と
貿
易
商
業
を
加
え
た
も
の
を
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
に
検
討

を
繍
え
て
い
る
。
氏
の
出
さ
れ
た
四
つ
の
商
業
の
怪
態
が
、
論
題
の
如
き
商
人

膚
を
示
す
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
在
国
商
人
・
座
商
人
・
新
興
商
人
・
貿
易

商
人
と
で
も
名
付
け
る
べ
き
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
た
と
え
ば
三
浦
氏
が

特
権
商
人
と
し
て
出
さ
れ
た
楠
葉
元
次
が
多
角
的
な
商
業
活
躍
を
し
た
こ
と
で

も
判
る
如
く
、
実
際
に
は
商
人
の
商
業
活
躍
は
四
つ
の
型
態
の
い
ず
れ
か
に
跨

る
場
合
が
多
い
。
故
に
氏
の
出
さ
れ
た
四
つ
の
範
疇
は
、
中
世
商
業
の
四
つ
の

型
態
と
云
え
て
も
、
そ
れ
を
直
ち
に
商
人
の
型
態
と
し
て
範
瞬
化
す
る
こ
と
は

無
理
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
寧
ろ
強
い
て
室
町
期
の
商
人
暦
を
類
型

化
し
て
考
え
よ
う
と
す
れ
ば
、
別
途
の
方
法
一
三
浦
臼
の
試
み
ら
れ
た
が
如
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書

き
特
権
楽
人
と
一
般
商
人
と
い
5
類
型
も
そ
の
一
つ
で
あ
ろ
う
一
を
と
る
方

が
良
い
の
で
は
な
い
か
。
次
に
氏
の
言
う
封
建
都
市
と
は
一
六
・
七
世
紀
の
都

市
を
指
す
ら
し
い
が
、
主
と
し
て
取
扱
わ
れ
た
の
が
、
古
代
的
政
治
都
市
と
し

て
出
発
し
た
京
都
で
あ
る
た
め
、
主
題
と
さ
れ
る
封
建
都
市
の
成
立
を
考
え
る

に
は
不
適
当
で
あ
っ
て
、
京
都
で
は
寧
ろ
古
代
都
市
か
ら
鍔
建
都
市
へ
の
転
成

が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
史
料
酌
な
制
約
は
あ
る
と
し
て
も
、
寧
ろ

堺
と
か
由
口
ま
た
は
石
山
寺
内
町
の
如
き
純
粋
の
封
建
都
市
を
素
材
と
し
た
方

が
、
方
法
的
に
正
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
大
塚
史
学
を
批
判
す
る
の
梱
り

に
、
封
建
村
落
か
ら
独
立
し
た
新
儀
、
散
在
商
人
が
、
畿
内
で
は
反
封
建
的
性

格
を
も
つ
と
し
、
さ
ら
に
彼
等
が
都
市
に
移
住
む
こ
と
よ
り
都
市
そ
の
も
の
を

反
封
建
的
で
あ
る
と
す
る
の
は
、
性
急
な
議
論
で
あ
る
。
都
市
が
同
材
と
異
っ

た
構
造
を
も
つ
で
あ
ろ
う
と
い
う
氏
の
疑
問
は
正
し
い
が
、
そ
の
た
め
に
却
っ

て
性
急
な
議
論
に
終
っ
た
こ
と
を
遺
憾
に
思
う
。

　
最
後
に
林
屋
辰
竃
郎
氏
の
門
中
世
に
お
け
る
芸
能
座
の
形
成
」
を
と
り
あ
げ

る
。
氏
は
、
芸
能
座
を
宮
座
と
商
工
業
者
の
座
と
の
中
間
に
お
い
て
考
え
る
べ

き
性
格
を
も
つ
こ
と
を
説
き
、
最
初
は
出
身
地
の
領
主
の
鎮
守
の
た
め
の
芸
能

座
と
し
て
出
発
し
、
や
が
て
上
演
権
及
び
そ
れ
に
伴
う
収
益
増
加
が
馬
頭
職
を

通
じ
て
な
さ
れ
て
ゆ
く
事
情
を
説
明
し
て
い
る
。
芸
能
座
の
問
題
は
氏
の
最
も

得
意
と
す
る
研
究
領
域
で
あ
り
、
短
篇
で
は
あ
る
が
多
年
の
蓄
積
が
香
気
高
く

感
ぜ
ら
れ
る
。
芸
能
座
の
確
立
の
項
が
あ
ま
り
に
も
尻
切
れ
ト
ン
ボ
に
終
っ
て

い
る
の
は
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
ま
だ
こ
の
あ
と
、
群
小
楽
頭
職
の
吸
収

統
一
が
説
関
さ
れ
、
大
和
四
座
殊
に
観
世
座
に
よ
る
芸
能
座
の
統
一
の
完
成
ま

で
論
及
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
と
言
う
。

　
以
上
書
評
と
し
て
は
多
く
の
紙
数
を
費
し
た
が
、
な
お
紹
介
も
不
充
分
で
あ

り
、
批
判
も
亦
簡
略
に
過
ぎ
た
。
私
の
不
得
要
領
に
も
よ
る
が
、
ま
た
本
書
の

内
容
が
短
い
書
評
で
は
語
り
切
れ
な
い
程
、
高
く
豊
か
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。

　
全
篇
を
通
じ
て
、
石
母
照
・
永
原
・
安
良
城
諸
氏
の
見
解
に
対
す
る
鋭
い
批

判
を
通
じ
て
、
新
し
い
中
世
社
会
の
基
本
構
造
を
歴
史
発
展
の
法
則
の
上
に
位

置
づ
け
よ
う
と
す
る
共
通
の
問
題
意
識
が
あ
り
、
個
々
の
論
文
に
は
多
小
の
欠

陥
…
や
疑
問
点
が
残
さ
れ
な
い
で
も
な
い
が
、
こ
れ
だ
け
の
充
実
し
た
論
文
集
を

公
刊
出
来
た
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
の
中
世
史
学
界
に
と
っ
て
も
実
に
大
き
な

収
穫
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
執
筆
者
各
位
は
、
私
の
β
頃
学
恩
を
受
け
、

ま
た
共
に
机
を
並
べ
て
い
る
先
輩
禅
学
で
あ
る
が
、
筆
者
の
真
意
を
伝
え
な
い

紹
介
や
酌
外
れ
の
批
評
を
し
た
点
が
あ
れ
ば
御
寛
恕
願
い
た
い
。
執
筆
者
各
位

の
今
後
一
層
の
精
進
を
期
待
し
て
欄
饗
す
る
。
　
（
A
5
版
四
六
一
頁
　
昭
和
三

三
年
六
門
月
　
御
茶
の
水
書
房
発
行
　
定
価
七
〇
〇
円
）

四
二
巻
一
号
「
長
躍
藩
に
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け
る
慶
応
軍
政
改
革
」
正
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正

二
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一
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心
（
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藩
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